
８．本時の展開(4/11時) 
学習活動 評価規準 指導・援助 

○前時の振り返りをする。 
Ｔ「誰か，一場面の松井さんへの手紙を読んでくれますか。」 

Ｓ松井さんはいなかのお母さんが送ってくれたいちばん大きな夏みか 
んを車に乗せて仕事をしているんですね。よっぽど大切な物なんで 
すね。」 

〇二場面を音読する。（個人） 
Ｔ「二場面で，どんなことを話し合いたいか考えたいか考えながら読み 

ましょう。」 
Ｓちょうのかわりになぜ夏みかんをいれたのか。 

Ｔ「みんなだったらどうしますか。」 
Ｓ自分の大切な物をいれます。 

○学習課題を提示する。 

ちょうを逃がしたかわりに，夏みかんを入れる松井さんの気持ちを読 
み取ろう。 

・掲示物をもとに 
思い出せるように 
する。 
・前時の学習でわ 
かったことを発表 
させる。（松井さ 
んへの手紙） 
・事前に，手紙を 
読み，意図的指名 
を行う。 

・本文の言葉を順 
に，一緒に追うこ 
とで松井さんの気 
持ちに気づかせ 
る。 

・見つけた文(言 
葉)ごとに整理し 
て板書する。 

・わからない児童 
には，黒板に書か 
れた言葉を参考に 
考えさせる。 

・読みとりが書け 
ない児童のために 
読み取りの手だて 
（掲示物）を用意 
しておく。 

～ポイント～ 
※線を引いた箇 
所を言い換えて 
書こう。 
※線を引いたと 
ころをまとめて 
書こう。 
※線を引いたと 
ころの続きを書 
こう。 
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○松井さんの気持ちがわかるところに線を引く。 
Ｔ「二場面を先生が読むから，松井さんの気持ちがわかりそうなところ 
に線を引いて下さい。」 

Ｓ①松井さんは，はっとしました。 
Ｓ②「あれっ」「ははあ，わざわざここに置いたんだな。」 
Ｓ③小さなぼうしをつかんでため息ついている 
Ｓ④「せっかくのえものがいなくなっていたら，この子はどんなにが 

っかりするだろう。」 
Ｓ⑤かたをすぼめてつったっている 
Ｓ⑥運転席から取り出したのは「あの夏みかん」です。 
Ｓ⑦松井さんは，その夏みかんに白いぼうしをかぶせると，飛ばない 

ように，石でつばをおさえました。 

○線を引いたところについて，自分の考えを書く。 
Ｔ「線を引いたところをもとに，松井さんの気持ちを想像して書きまし 
ょう。」 

Ｓ１ぼうしがおちているぞ。車にひかれたら大変だ。 
Ｓ２あれっ，何かが飛び出したぞ，わざわざここに置いたんだ。 
Ｓ３せっかくのえものを逃がしてしまった。悪いことをしたな。 
Ｓ４そうだ，おわびに（つぐないに）夏みかんを入れておこう。 
Ｓ５今度は，ぼうしが飛ばないように石を置いておこう。 

○読み取ったことを交流する。 
Ｔ「想像して書いたことを，場面にそって発表しましょう。」 
Ｓ１○○さんに付け足しで，持ち主のことをおもいやる優しさがあり 

ます。 
Ｓ２「せっかくのえものを逃がしてしまった。悪いことをしたな。」 

に付け足しで，どうしようと思っていると思います。 など 
※補助Ｔ１「あの夏みかんってどんな夏みかんなの。」 

Ｓいなかのお母さんが送ってくれた大切な夏みかんの中の一番大きな 
みかんです。 

※補助Ｔ２「そんなに大切な夏みかんをあげる松井さんをどう思います 
か。」 
Ｓ１よっぽど，男の子に悪いことをしたと思っている。 
Ｓ２男の子に悲しんでほしくないと思っている。 

○松井さんについて，わかったことをまとめる。 
「今日学習した二場面の松井さんにお手紙を書きましょう。」 

Ｓ松井さんは，本当にやさしい人ですね。自分が間違って逃がしてし 
まったちょうのかわりに，自分の大切なお母さんから送ってもらっ 
た夏みかんを置くなんて。男の子に悪いと思ったんですね。 

○本時のふり返りをする。 
「誰か，二場面の松井さんへの手紙を読んでくれますか。」 

・前場面のまとめ（手 
紙）を読み返し，前場 
面を想起することがす 
ことができる。 

・松井さんの気持ちの 
分かるところに線が引 
けている。 

Ｂ左記のＳ④，Ｓ⑥， 
Ｓ⑦に線が引ける。 

・線を引いたところを 
もとに松井さんの気持 
ちを想像してノートに 
書き込める。 

Ｂ読みとったことを 
「不思議ー後悔」 
又は，「後悔ー償 
い」の流れで書き 
込める。 

・仲間の考えを聞きな 
がら，自分の読み取っ 
たこと発表できる。 

・松井さんの優しい人 
柄にふれながら，手紙 
が書ける。 

Ｂ男の子にふれなが 
ら松井さんに手紙 
が書ける。 

・自分なりの感想を発 
表することができる。 

・机間巡視を行 
い，意図的に指名 
する。 

・できるかぎり仲 
間の意見に付け加 
えて，発言させる。 

・夏みかんについ 
て前時の学習を思 
い出させ，押さえ 
る。 

・手紙が書けない 
児童には，一場面 
の手紙や今日の板 
書を振り返らせ 
る。 

・机間巡視を行 
い，意図的に指名 
する。




